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山 本 定 祐   
前稿（r早稲田商学j 350号）では，フランツイスカ・ツー・レーヴュント  
ローとアルフレート・シューラーを中心にして，世紀転換期のミュンヘン・  
シュヴ7－ビングで一種のユートビアを夢見たひとびとについて論述した。し  
かしユートビア的情熱は，社会的，政治的条件が整えば，しばしば革命に飛躍  
する。知識社会学という学問分野を確立したカール・マンハイムは，「ある意  
識がそれを取り巻く r現実j と合致しない場合，その意識はユートビア的であ  
る」と言っているけれども，それにつけ加えて，ユートビア意識はそれが行動  
に移された場合，現存する存在秩序を部分的に，あるいはまるごと破壊するよ  
うなものでなければならない，とも述べている。例えばカンパネッラは，スペ  
イン王フェリペニ世の圧政下にあった南イタリアを解放して原始共産主義的な  
共和国を樹立しようとして果たせず，蜂起寸前に捕らえられて投獄される。彼  
が有名なユートビアの昏「太陽の郁Jを書くのは，その3年後，獄中でのこと  
である。   
事実シュヴァービングは，第一次大戦後ドイツ革命の拠点のひとつとなり，  
わずか1カ月足らずではあったが，「レーテ（ソヴイエト）共和国」を成立さ  
せる。この共産主義的志向の漉い共和国は，シュヴ7－ビングに住んでいた知  
識人たちによる革命といった色彩が強く．当時からシュヴ7－ビングのポヘミ  
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アンたちによる革命だとささやかれたものである。   
しかし以下に述べようとするのは，現実の革命ではなく，「柵神の王国」あ  
るいは「幻の空間」における革命をめざし，そこにユートビアの夢を託したひ  
とりの画家の場合である。  
1  
世紀末のミュンヘン，ことにシュヴ7－ビングには．数多くの個人経営の画  
塾があったのだが，その中でもっとも人気があり，生徒数も多かったのは，ア  
ントン・アズベというスロヴュニア人（旧ユーゴスラヴイア）の経営する画塾  
であった。   
アズベの画艶は，粗末な木造二階建ての家で，王立美術アカデミーのすぐ北  
側を東西に長〈延びているゲオルゲン通り16番地にあった。一階全部が天井の  
高いアトリエになっていて，その一角から狭い急な階段が二階に通じており，  
画塾の主は，この二階の狭い部屋で寝起きしていた。大勢の生徒たちがまるで  
押し合うようにして，2．3人のモデルを前にしてデッサンをしていると，三  
角ひげをたくわえた小男のアズベは，毛皮の襟のついた足首までとど〈黒い  
オーバーを着て，階段をゆっくりと降りて来る。そしてまるでスケートを習い  
はじめたばかりの子供のように，ゆっくり足を引きずって生徒たちのほうへ近  
づくと，ひとりひとりのデッサンに手を入れてい〈。ときには火の消えた葉巻  
が，カンバスの上で大きく弧を描くこともあった。手直しが終わると，きまっ  
てぼつりとひとことだけ声をだした。「すなわち，こういうことだ。」   
「すなわち教授」というのが，弟子たちがつけた仇名だった。彼は生徒たち  
に，月謝が払えるかどうか，といった質問はいっさいしなかったし，だれが  
払っており，だれが払っていないかにも，まったく無頓着だった。モデル代と  
コニャック代さえ払えれば，金などどうでもよいという風である。  
1897年2月末のある日，このアズベの画塾へ，服鏡をかけ髭をたくわえた30   
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前後の学者風の男がやって来て，人塾を希望する。これが，後にヨーロッパの  
絵画史に革命をもたらすことになるワリシイ・カンディンスキーであった。彼  
はモスクワ大学で法律と国民経済学を専攻して博士号を取得している。しかし  
ドルバット大学に紹昭されたのをことわって，1896年29オで，画家になるため  
にミュンヘンに出て来たのだった。要のアンナがいっし⊥である。   
しかし，もっぱらモデルを正確にデッサンするというこの画塾のやり方や，  
ボヘミアン風の雰囲気は，彼の性にはあまり合わなかったらしく，画塾では熱  
心な生徒とは言えず，年令がひとりだけかけ離れていたこともあって，仲間た  
ちからは孤立しがちであったらしい。カンディンスキーは，モデルを解剖学的  
に精密に再現しようとしているこの画塾の生徒達が，ほんの少しでも芸術のこ  
とを考えているとはとても思えなかった。結局2年ほどこの画塾に通ってか  
ら，やめている。彼は後にアズベのことを回想して，「才能のある芸術家で，  
稀に見るほどの善人であった。……彼が笑うのを聞いた者はいるが，見た者は  
ひとりもいなかった。寺皮の口元がほころびることはほとんどなく，派はいつも  
悲しみをたたえていた」といっている。またこの画塾をやめて数年後，ある手  
紙の中では，酒で自分を責めさいなんでいるように見えたアズベの様子を，こ  
うも尊いている。   
「お、，彼は何と変わったことだろう。鼻は，青みを帯びて赤く煉れあが  
り，黄色い吹き出物がまじっている。服の下は，青黒い袋状にたるんでいる。  
眠そうな服は，以前よりももっと悲しげに見える。あの人の塾ももう終わりだ  
という吟がひろがっている。・…‥何と残念なことでし上う」   
カンディンスキーは，アズベの画塾をやめてから，当時「ドイツ最高の素描  
画家」とされていた王立美術アカデミー教授フランツ・フォン・シュトゥック  
のクラスに入ろうとして，アズベの画塾で制作したデッサンを持参する。シュ  
トゥツタは，カンディンスキーが持って来たデッサンのすべてに誤りがあるこ  
とを指摘して，1年間，アカデミーのデッサン・クラスで勉強することをすす  
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める。しかし，彼はアカデミーの入学試験に失敗する。1年間家で勉強して．  
ふたたびシュトゥックのところへ致点のスケッチを持ち込むと，シュトゥック  
は，今度はそのデッサンの「表現力豊かな」ところを認めて．自分のクラスに  
受け入れてくれる。その時のカンディンスキーの感想は，こうである。「彼は  
色彩に対する感受性をあまり持ち合わせていないことがすぐに見て取れたの  
で，彼のところではデッサンだけを学ぶことにした」。同じクラスには，バウ  
ル・クレーがいたのだが，ふたりはここでは祝しく交際するにはいたらなかっ  
た。だがクレーはひそかにカンディンスキーに注目していたらしく，後に教室  
での彼についてこういっている。「彼は寡黙だった。そして熱心に，一種の学  
者風な仕方で（と当時のわたしには思われた）パレットのうえで色を混ぜ合わ  
せていた。そのさい彼は顔をパレットにうんと近づけていた」。カンディンス  
キーは強度の近眼だった。  
フランツ・フォン・シュトゥックはニーダーバイエルンの粉屋の息子であっ  
たが，26才のときに展覧会に出品した絵「楽園の番人」が認められ，6年後に  
は王立美術アカデミー教授に招隋されている。そして1898年にはボヘミアン的  
なシュヴ7－ビングの雰囲気を嫌って，イーサル川をへだてたプリンツレゲン  
テン通りに擬古典主義風の館を建てて，そのさい建物の設計から室内装飾ま  
で，すべて自分で辛がけている。いわばユーゲントシュティール風の一種の総  
合芸術作品であるが，この建物は，室内装飾も含めて，いまも博物館としてほ  
ほそのまま残されている。ただし後に建て増しされた左側のアトリエは，今は  
中華料理店になっているのだが。   
シュトゥックはアトリエで仕事をしているときには．極上の仕立てのフロッ  
クコートを着ていた。彼の態度は貴族的で，画家というよりは外交官を思わせ  
たという。事実彼は1906年には貴族に叙せられて，フランツ・フォン・レーン  
バッハ，フリードリヒ・アウグスト・フォン・カウルバッハと並んで，いわゆ  
るミュンヘンの「画家貴族」として永くミュンヘン画壇に君臨することにな  
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る。   
シュトゥックの生活ぶりを示す印象的なエピソードを伝えているのは，トー  
マス・マン夫人のカーチャである。カーチャの父親は，ユダヤ人の資産家で，  
同時にミュンヘン大学数授，著名な数学者でもあったアルフレート・プリング  
スハイムである。アルツイス通り12番地にあったプリングスハイム家の豪華な  
居間は，シュヴァービングの代表的な芸術サロンのひとつであった。たとえば  
画家貴族のレーンバッハ ，カウルバッハ，それにもちろんシュトゥック自身や  
ミュンヘン生まれの作曲家リヒヤルト・シュトラウス，ヴイッテルスバッハ  
家，つまりバイエルン王家の王子たち，バイエルンの将軍たち，さらにはベル  
リンやフランクフルトの銀行家たちが，このサロンの常連であった。その多く  
は，美人の誉れ高いプリングスハイム夫人の崇拝者たちであった。トーマス・  
マンは，当時このプリングスハイム教授の愛娘カーチャを見初めて，どうにか  
して知り合いになりたいと思っていたのだった。以下は，カーチャ夫人の思い   
出である。   
「シュトゥック夫人は，とてもきれいな人でした。かれらは，この豪邸でよ  
く盛大なパーティを催しましたし，それに，この夫妻は席順について一風変っ  
た考えをもっていましたから，トーマス・マンにとって，ここでならわたしと  
知り合いになることは簡単だったはずです。わたしたちは自動的に同じテーブ  
ルに，しかも，うまくいけば隣合ってすわることになったはずです。それとい  
いますのも，シュトゥック夫妻は客たちをこういうふうに並べたからです。   
まず第一のテーブルには貴族の人だけを配し，第二のテーブルには次にまし  
な人たちをすわらせましたが，わたしの両親やわたしもこの第二の組にいれら  
れていました。そして，トーマス・マンもこの第二のテーブルにつくはずでし  
たし，事実，かれも招かれたさいには，いつもこの席にすわっていました。最  
後の第三のテーブルには残りの屑の人たちが，つまりシュトゥック夫妻に取る  
に足らぬ連中とみなされた人びとがすわらされました。これは，本当に，あま  
45   
46  文化論集第1号  
り感心できる席順の決め方ではありませんでした。あるとき，ある大学教授と  
その奥さんが招待されましたが，かれらは，シュトゥック荘では層の部類にい  
れられました。夫妻とも生粋のユダヤ人で，しかも奥さんがかなりの御面相  
だったからです。それなら，はじめから招待しなければよいのです。しかし，  
あそこでは万事そんなふうでした」（カーチヤ・マン F夫トーマス・マンの思  
い出」山口知三訳）   
もっともシュトゥックは，かならずしもユダヤ人だからといって差別的な態  
度をとっていたわけではない。彼が「ましな人たち」として招いたプリングス  
ハイム，したがってその娘カーチャもユダヤ人だったのだから。   
いずれにせよカンディンスキーは，あらゆる点で対既約なふたりの教師を選  
んだわけである。ただし，きわめて興味深いのは，ボヘミアン的な生活を送っ  
ていたアズベの画風が伝統的写実的なものであったのに対して，貴族然として  
いたシュトゥックの画風は，ペックリーンの神秘主義的象徴主義ともいうべき  
画風を受け継ぎつつ，同時に当時のユーゲントシュティール（アール・ヌー  
ヴオー）の影響の強い前衛的なものであった，ということである。1892年ミュ  
ンヘンの画家たちは，硬直した伝統的な画壇に反抗して，ドイツ語圏で最初の  
「分離派」を創設するのであるが，シュトゥックはその11人の創設メンバーの  
ひとりである。そして，1901年に文学キャバレー「11人の死刑執行人」が，創  
立資金を求めたときに，それに応じた35人の投資者ひとりでもあった（この35  
人の中には，後にトーマス・マンの義父となるアルフレート・プリングスハイ  
ムや，雑誌「ユーゲントJを発刊したゲオルク・ヒルトがいた。この雑誌にち  
なんでユーゲントシュティール（ユーゲント様式）という言い方が，当時の新  
傾向の芸術，つまりアール・ヌーヴォーを表すドイツ語圏での呼称となったの  
である）。   
シュトゥックのもっともよく知られた絵は，挑むような眼をした半裸の若い  
女性像（1893）で，「罪」というタイトルがつけられている。まるで縞模様の   
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衣装でも身につけているように大蛇を上半身に巻き付けた白い裸身と，長く垂  
らした黒髪のコントラストはいかにも挑発的で，この絵が分離派展に出品され  
ると，激しい非難と称賛が応酬され，ただこの絵だけを見ようとして大勢のひ  
ファム・ファタル  
とびとが押し掛けたと言われる。「宿命の女」的要素の濃いこの絵こそは，  
トーマス・マンの短編「神の剣」の中に出てくるあの誘惑的な「ヴィーナス＝  
マドンナ」のモデルだとする説もある。シュトゥックが2年後に王立アカデ  
ミー教授として迎えられ，ついには貴族に列せられるきっかけをつくったの  
も， この絵の名声，ないしは悪評と関係がないわけではない。公の場所に陳列  
されたこの絵の複製は，直ちに警察の手で撤去されることになるのだが，その  
翌年には，この絵にもかかわらず，当時のバイエルン王国の事実上の国王で  
あった摂政宮ルイトボルトがシュトゥックに自分の肖像画を依頼し，そのこと  
がいわば彼の名声に「お墨付き」を与えることになったからである。   
一方いつも悲しげな目をしていたアズベは，カンディンスキーが，「あの人  
の塾ももう終わりだという噂が立っている」と書いた翌年，1905年12月のこと  
フナム・ファタル  
さら冷え込んだ夜，ドイツ文学史上もっとも有名な「宿命の女」ルルを主人公  
にした F地霊」rパンドラの箱j を書いて物議を醸したフランツ・ヴューデキ  
ントや，後に「レーテ共和国」革命にかかわるエーリヒ・ミューザームなど多  
くの芸術家やボヘミアンの溜り場になっていた有名な芸術家酒場「ジンプル」  
でコニャックをたっぷり飲んでの帰り路，雪の中に倒れてそのまま眠り込み，  
翌朝，凍死しているのを発見される。46才だった。身内はひとりもなく，柩に  
従ったのは，シュヴァービングの画家たちだけだった。  
2  
シュトゥックのクラスでの一年間の勉強を終えた後の1901年，カンディンス  
キーは，何人かの同志と語らって，新しい芸術家協会を設立する。「ファーラ  
ンクス」と名付けられたこの団体の第1回展覧会は8月に開かれるのである  
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が，設立メンバーのうちの3人は，その年の4月に開設されたばかりの例の文  
学キャバレー「11人の死刑執行人」にも加わっていた。文学キャバレーは，当  
時の伝統的な劇場芸術に対するアンチ・テーゼとして登場したものであり，既  
成の芸術に対する反抗という意味では，二つのサークルは同じ志をもつもの  
だったのだから，これは必ずしも偶然というわけではないだろう。たとえば彫  
刻家のヴイルヘルム・ヒエスゲンは，テイル・ブルート（血）という名前で死  
刑執行人のひとりとして舞台に立っていた。死刑執行人の扮装をして11人の男  
たちが舞台に現れ，風刺的な，あるいはグロテスクなシャンソンを唄ったり  
踊ったりするのが，このキャバレーの呼び物であった。ヴァルデマール・ヘッ  
カーは，「ファーランクス」の第1回展覧会に，「11人の死刑執行人」の舞台で  
使った操り人形を出品している。   
ところでこの「ファーランクス」は，美術学校を併設し，カンディンスキー  
もそこで教鞭をとることになる。そして彼は，自分のクラスの生徒のひとりと  
して，そこでガブリエーレ・ミュンターを知るのである。   
「降りつもる雪」のように無垢な美しさをもっていたといわれるガブリエー  
レ・ミュンターは，1877年，ベルリン生まれ。1901年，カールスルーエにある  
女子美術学校と並んで最初の女性のための私立美術学校として知られていた  
ミュンヘンの女子美術学校に入学する。王立美術アカデミーには女性は入学で  
きなかったのである。  
ミュンターは友人の紹介でシュヴァービングのゼウスと呼ばれていた著作家  
ヴオルフスケールと知り合いになり，アルフレート・シューラーやルートヴィ  
ヒ・タラ∵ゲスとも面識があったらしい。要するにこの時期のミュンターは，  
まだシュヴァービングの画家の卵に多いボヘミアンかぶれのひとりであった。  
彼女はまた，雑誌Fジンプリチシムス」の熱心な変読者であり，その斬新なイ  
ラスト画の賛美看でもあった。もっとも，社会風刺を得意としていたこの雑誌  
には，杏妙に保守的なところがあって，当時はまだあまり多くなかった働く女  
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性や，学問をする女性たちが，しばしば辛辣な椰掩の対象にされていた。ミュ  
ンタ一にとってとりわけ不愉快だったのは，女性画家もときおり槍玉に上がっ  
たことである。たとえば，「二つのタイプの女性画家がいる。一方のタイプは  
結婚したがっている。もう一方は，才能がない」といった風である。要するに  
この「進歩的」な雑誌は，当時ようやく実質的な実りを獲得しようとしていた  
女性解放運動がお気に召さなかったらしいのである。   
ミュンターは，「11人め死刑執行人」のひとり，弁護士のリヒヤルト・ユー  
テ（舞台名，カスバール・パイル）と懇意であり，このキャバレーの出し物は  
残らず見ていた。「ファーランクス」に美術学校が併設され，「死刑執行人」の  
ひとりヒエスゲンが彫塑クラスを担当しているのを知って，そのクラスに入っ  
たのは，おそらくそういう繋がりからであっただろう。そしてこのヒエスゲン  
のクラスには，カンディンスキーの夜の補習クラスがついていたのである。  
1902年春，ミュンター は，故郷への手紙の中で，ついに私は自分にふさわし  
い教師をみつけた，と書いている。「カンディンスキーが，他の教師たちとは  
まったくちがって，詳細かつ徹底的に説明するその仕方は，私にとって新しい  
芸術体験だった」   
まだ画家を志して4－5年しか経過していなかったにもかかわらず，教師と  
してのカンディンスキーは，きわめて有能であったらしい。「ファーランクス」  
の美術学校のクラスでも，彼のクラスだけは，いつも生徒たちでいっぱいだっ  
たといわれている。「カンディンスキーを先生として選んだ人は連が悪い。も  
う他の人に教わる気がおきなくなるから」。ミュンターの同級生のひとりは，  
こう言っている。  
1902年，カンディンスキーは，ミュンヘン南郊のコッヘルという村で生徒た  
ちと一夏を過ごす。これがカンディンスキーとミュンターの運命的な結びつき  
の始まりになる。この年の冬，カンディンスキーは，毎日のようにミュンタ一  
にあてた手紙を香いている。カンディンスキーは36才で妻があり，ミュンター  
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は，25才である。   
ふたりは先生と生徒という枠をこえて，急速に接近する。カンディンスキー  
は，1903年11月ミュンター宛の手紙の中ですでに「私の気持ちの中では，君は  
もう私の妻だ」と書いている。彼の思いは年と共につのって来る。1905年10月  
25日付の手紙にはこういった一節もある。「君の足もとに膝まづいて君をあが  
め，君の靴に口づけしたい，わたしの星，わたしの宝，わたしの命」   
カンディンスキーは，この時期すでに妻と別居しており，この冬のうちにも  
君はほくの正式の妻になるだろう，と約束する。しかし実際に離婚が成立する  
のは，1911年である。1908年の夏をカンディンスキーとミュンターは，ミュン  
へン南郊のムルナウという湖畔の小さな村で過ごす。カンディンスキーの画業  
の上では，この夏のムルナウでの生活はきわめて大きな転機になる。色彩が以  
前に増して強烈に，しかし抒情的に自己主張をはじめ，それに反比例するよう  
に対象は単純化され，記号化されていく。ミュンターの描く絵も，カンディン  
スキーほどラディカルではないけれども，同じ方向を示している。   
ほほ同じ時期に進行していたパリにおけるパブロ・ピカソ，ジョルジュ・ブ  
ラックの立体派運動と並んで，20世紀絵画最大の革命といえる抽象絵画への最  
初の，大胆な歩みが始まったとみなすことができよう 。自然の模倣を基調とし  
て展開してきたヨーロッパ絵画は，ここで決定的な方向転換を始めるのであ  
る。   
しかし1908年の夏をムルナウで過ごしたのは，カンディンスキーとミュン  
ターだけではなかった。カンディンスキーがアズベの画塾で知り合った2人の  
ロシア人もいっしょだったのである。   
マリアンネ・フォン・ヴェレフキンとアレクセイ・フォン・ヤウレンスキー  
が，それである。ヴュレフキンは，ロシアの将軍の娘で，広い教養を身につけ  
た，才気換発な女性であった。ペテルブルク（1914～1924年ペテログラード，  
1924年よりレニングラード，ソヴイエト連邦の崩壊が始まった1991年からふた  
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たびペテルプルク）で絵の修行中，軍隊を大尉で退役してペテルプルク美術ア  
カデミーで勉強を始めたヤウレンスキーと出会う。彼女はヤウレンスキーの才  
能に目をつけ，1896年ふたりでミュンへンに出て来て，ギゼラ通り33番地に屋  
敷を構える。彼女の家は，シュヴァービングの芸術家やバイエルンの貴族たち  
の集まるサロンとなり，この屋敷に出入りする者は，通りの名前を取って「ギ  
ゼリスト」と呼ばれていた。   
カンディンスキー，ミュンター，ヴュレフキン，ヤウレンスキーは，1908年  
の夏の多くをムルナウで過ごし，スケッチをしたり，議論をたたかわせたりす  
る。そしてこの夏の共同生活の結果は，1909年の「ミュンヘン新芸術家協会」  
の創設というかたちであらわれる。1892年シュトゥックなどのイニシアティヴ  
で設立されたミュンヘン分離派はすでに活気を失い，硬直状態に陥っていたの  
で，それに代わる新しい絵画連動の拠点をつくろうというのが，冬になって活  
動の中心をヴュレフキンのサロンに移した4人の結論だったのである。カン  
ディンスキーは，すでに1908年9月に，アインミラー通り36番地に引っ越しし  
ており，ギゼラ通りのヴェレフキンの家までは，ルートヴィヒ通りを南に向  
かって歩いて行けば，10分前後で行き着けた。   
この「ミュンヘン新芸術家協会」の初代会長には，カンディンスキーが選ば  
れる。創設趣意書には，次のような一節が含まれている。   
「芸術家は，外的世界つまり自然から受け取る印象だけでなく，たえず内面  
世界において体験を蓄えるのだという考えから，われわれは出発する」   
つまり外的な対象の世界から「精神の王国」への転換ということであり，こ  
の時期のカンディンスキーの絵画観を端的に表明している。   
「ミュンヘン新芸術家協会」は，展覧会を3回主催している。第1回，1909  
年12月1日～15日。第2回，1910年9月1日－14日。第2回展には，ジョル  
ジュ・ブラック，パブロ・ピカソ，ジョルジュ・ルオー，モーリス・ドゥ・ヴ  
ラマンクといった顔触れがみられる。「新芸術家協会」の絵画が一般の絵画愛  
51   
52  文化論集第1号  
好家にどう受け取られたかについては，公衆が唾を吐きかけるので，毎日会場  
を閉めた後で絵を拭かなければならない，と画廊の持ち主が苦情を言った，と  
カンディンスキー自身が回想している。ことにこの「ミュンヘン新芸術家協  
会」の第2回展は，一般大衆に不評だったばかりでなく，ジャーナリズムから  
も辛辣な批評を受けた。カンディンスキーの回想によれば，この展覧会は「古  
きバイエルン文化にとって危険なものとなりつつある外国の芸術家が開いたも 
のである」として，直ちに閉鎖するように要求される。ある新聞は，例えば次  
のような論評を載せている。   
「ミュンヘンという，芸術に関してはひとびとによく知られた美しい名前  
は，ラテン系やスラヴ系の混じった，そのうえミュンヘン芸術の伝統とは異質  
の，それどころか敵対的な芸術家協会にとっては，格好の看板として好都合で  
あるのに違いない。……そこにはミュンヘン子はひとりもいない。ミュンヘン  
風に措き，ミュンヘン風の感受性をもった者は，ひとりもいない」   
つまり依然としてこれが芸術に対するバイエルン流の見方なのである。この  
バイエルン流の強烈な郷土愛と保守性は，それだけいっそうシュヴァービング  
というミュンヘンの一街区の浮き島的な性格を際立たせる。   
「しかしそのとき」とカンディンスキーは言う。「生粋のバイエルンの声が  
オーバーパイエルンの小さな村から聞こえて来た。フランツ・マルクがわれわ  
れのグループに対して熱狂的な挨拶の手紙を送ってきたのだ。……彼はきわめ  
て稀な人物だった。彼の外見は，彼の内面と一部の隙もなく一致していた。剛  
と柔の調和的な結合例だった。彼の堂々とした体躯，広い肩，ほとんど痩せこ  
けたと言ってもいいような顔，黒い頭髪，どっしりとした大股の歩き方，こう  
いったものが彼に山男のような外見を与えていた。わたしは，彼が山の中、牧  
草地，森の中にいるのを見るのが好きだった。そこにいると，いかにも rわが  
家にいるj といったふうだった。いつも白い犬を連れていた」   
これがあの比類のない動物たち，森の中に憩う青い馬や黄色い鹿を描いたフ   
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ランツ・マルクの r青騎士J参加のきっかけになるのである。彼は1910年の大  
晦日に初めてカンディンスキーのサークルに招待され，翌日，つまり1911年の  
元旦に、ベルリンの実家にいた妻のマリアに早速手紙を書いている。「昨夜わ  
たしはヘルムートといっしょにヤウレンスキーの家で過ごし，一晩中カンディ  
ンスキーやミュンターとおしゃべりをしていました。すばらしいひとたちだ。  
カンディンスキーがひときわ抜きん出ている。ヤウレンスキーも個人的な魅力  
をもっている。わたしはこの洗練された，精神的に高貴なひとびとに，すっか  
り夢中になってしまった」  
3  
問題は「ミュンヘン新芸術家協会」第3回展をめぐって起こる。  
1911年12月2日の審査委貞会で，完成したばかりのカンディンスキーの作  
品，「コンポジション5」の大きさが，審査基準をほんの数センチ越えている  
という理由で拒否されたのである。   
この時期のカンディンスキーは，自分の作品をその成立過程によって3つに  
分類している。その第1は，「外的な自然」の直接的な印象を描いたもので，  
「インプレッション（印象）」と名づけられる。第2は，「内的な自然」が無意  
識のうちに，たいていの場合は突然おもてに現れて絵画表現となったもので，  
「インプロヴゼイション（即興）」と呼ばれる。そして第3は，同じ「内的な  
自然」の印象が，何度もデッサンを重ね，丹念に吟味され仕上げられる場合  
で，これは「コンポジション（構成）」と名づけられる。彼が「抽象絵画」と  
して目指していたのは，この第3のジャンルである。   
もちろんカンディンスキーが展覧会に持ち込んだ絵も，第3のジャンルのも  
ので，自然や人物は抽象化，記号化されていて，ほとんどそれと見分けること  
ができない。これはもはや絵画とは言えないというのが，幾人かのメンバーの  
強硬な反対の本当の理由であった。カンディンスキーはその場で脱会を宣言  
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し，会に加わって日の浅いフランツ・マルク，アルフレート・クピーンがそれ  
に従った。もちろんガブリエーレ・ミュンターも行を共にする。彼らはただち  
に「新芸術家協会」に対抗する展覧会を企画し，「青騎士」編集部主催という  
かたちで，同じ時期に，同じタンハウザ一画廊で，第1回「青騎士展」を開  
く。   
「青騎士」という名称については，ミュンヘン南郊の小さな村にあったフラ  
ンツ・マルクの家でコーヒーを飲んでいるとき自然に決まったものだ，とカン  
ディンスキー自身がいっている。マルクは馬が好きで，自分は騎手が，そして  
ふたりとも育という色彩が好きだったからだ，と。   
「青」という色彩については，カンディンスキーは，彼の抽象絵画論の綱領  
の書ともいうべき r芸術における精神的なものJ（1912）の中で，「青は典型的  
に天上の色である」とも言っている。「青」に対する偏愛は，おそらく彼の  
ユートピア志向とかかわりがあるだろう。   
第1回展が「青騎士」編集部主催となっていることからもわかるように，カ  
ンディンスキーとマルクは，この名前で一種の「年鑑」を編集出版すること  
を、かなり早くから考えていた。1911年6月19日，マルク宛のカンディンス  
キーの手紙。   
「さて，新しいプランがある。ビーバーが出版を引き受けてくれなければな  
らない。われわれふたりが編集員だ。これはさまざまの複製画と文章を収めた  
一種の年鑑です」   
カンディンスキーとマルクが中心になり，ガブリエーレ・ミュンター， パウ  
ル・クレー，それに作曲家のアルノルト・シェーンベルクも加わって編暮され  
た年鑑F青騎士jは，カンディンスキーの希望どおり，1912年にビーバー社か  
ら出版される。「11人の死刑執行人」の舞台で操り人形を使っていたラインハ  
ルト・ビーバーがおこした出版社である。   
カンディンスキーとクレーは，すでに触れたように、シュトゥックのクラス  
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で同級生であったが，そのときには交友関係は成立せず，のちに偶然アインミ  
ラー通りで一軒おいて隣同志になりながらも，親しい交流はなかった（カン  
ディンスキーとクレーの住まいにはさまれた建物の三階には，これも偶然であ  
るが，リルケが住んでいた）。お互いに作品を認めあって，親しく付き合い始  
めるのは，1911年10月のことで，クレーの日記には，次のような記述がある。   
「以前からしばしば話題になっていた隣家のカンディンスキーのことを，ル  
リは，シュラビンスキーと呼んでいたが，このカンディンスキーは，彼にたえ  
ず大きな引力を及ぼしていた。   
ルリは，しばしば彼のうちに行き，時には私の作品を向こうに持って行き，  
あのロシア人の対象のない絵を持って戻って来る。きわめて不思議な絵だ。  
……私は個人的に知り合いになってから，彼に対して，ある種のもっと深い信  
頼をおぼえた。彼はひとかどの人物で，きわめて上等な，明噺な頭脳をもって  
いた。   
最初私たちは，町の酒場で会った。そのときには，旅行中のアミエ夫妻も  
いっしょだった。その後で，いっしょに市電に乗って帰る途中，さらにつき合  
いをつづけようと約束した。そして冬のあいだに，彼の青騎士に加わった」   
カンディンスキーがシェーンベルクと知り合いになるのは，1911年1月2日  
に「新芸術家協会」の仲間たちと，彼の演奏会に出かけてからである。カン  
ディンスキーは，「あなたは私たちが，もちろん漠然とした形ですが，強くあ  
こがれ求めていた音楽を，作品の中で実現しておいでです」と，未知のシェー  
ンベルクに手紙を書き，その後交際が始まるのである。シェーンベルクが20世  
紀音楽の開拓者のひとりであり，音楽史上においてまさに絵画史におけるカン  
ディンスキーに対応する位置を占めていることを考えると，カンディンスキー  
の手紙のさりげない文章は，ふたりの芸術の深い親近性をあらわしているよう  
である。『青騎士j には，シェーンベルクの手書きの楽譜と絵画2点が載せら  
れる。  
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作家エルンスト・ベンツオルトは，r青騎士jの出版を，「ヴイルヘルム時代  
を近代へと導いた，芸術の無血革命」であると言っているのであるが，そして  
それは正にそのとおりなのであるが，この年鑑の芸術史的評価に立ち入ること  
は控えて，ここではただF音節士jの表紙には，カンディンスキーの「聖ゲオ  
ルク」を措いた木版画が用いられているという点に注目したい。カンディンス  
キーはr青騎士」の表紙のためにいくつものデッサンを試みているが，最終的  
に彼は「聖ゲオルク」の姿を措いた木版画を選ぶのである。   
聖ゲオルク（セント・ジョージ）は， 3世紀末のローマに住んでいたとされ  
るカッパドキア出身の騎士で，伝説によれば，竜を退治して，犠牲にされよう  
としていた王の娘を助けたと言われている。そのため古来聖ゲオルクの属徴  
は，馬と槍と竜と王の娘である。   
カンディンスキーは，とりわけこの聖ゲオルタを描くことを好み，たとえ  
ば，1911年だけでも，3点の油彩画の大作，数点の水彩画，ガラス絵3点に聖  
ゲオルタを描いている。彼はこのガラス絵の聖ゲオルクを木版画に移して，  
F青騎士jの表紙にするのであるが，そのさい馬と竜と王の娘はそのままにし  
て，槍だけははずしている。カンディンスキーとミュンターの伝記を番いたギ  
ゼラ・クライネによれば，F青騎士Jの聖ゲオルクが槍をもっていないのは，  
精神という見えざる武器によって戦う，というカンディンスキーの決意をあら  
わしている。   
この解釈の当否は別としても，この時期のカンディンスキーが，聖ゲオルク  
に自己同一化を行っているのはまちがいないだろう。いくつかの理由が考えら  
れるが，ひとつは，聖ゲオルクが故郷モスクワの守護聖人であったということ  
であろう。彼がモスクワにとれほどの熱い想いを抱き続けていたかは，たとえ  
ばF回想j を読めばよく分かる。モスクワは彼の「あらゆる芸術活動の源泉」  
であり，彼の「絵画の音叉」である。ある手紙の中では，「モスクワ，それは  
私の希望の都市です」とも言っている。  
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4  
カンディンスキーは r芸術における精神的なもの」の中で，くり返し物質主  
義からの脱出を強調している。「物質主義的なものの見方に被い尽くされた悪  
夢」の時代はまだ終わっていない。「精神」を求める魂の孤独な声は，「粗野な  
物質の合唱」のなかで，心細げに響いている。しかしカンディンスキーによれ  
ば，物質に被い尽くされて生命を失っているようにみえる世界自体も，実はそ  
の本質は精神なのである。われわれがただそれを見失っているに過ぎない。年  
鑑「青騎士Jに収められた論文「形式の問題について」の中には，次のような  
文章がある。   
「世界は響きを発している。世界は精神の力で充ちあふれた宇宙である。  
－こうして死せる物質というのは，実は生ける精神なのである」   
外界の対象をそのまま写し取ってよしとする伝統的な写実的絵画は，カン  
ディンスキーには「死せる物質」の単なる模写にすぎないように思われる。色  
彩と線によって物質の呪縛を解き放ち，精神を自由に活動させようとする試  
み，つまり抽象画への志向が，こうして生まれてくるのである。このような考  
えにきっかけを与えたもののひとつは，どうやら，十九世紀後半から世紀転換  
期にかけて多くの知識人をひきつけた心霊術的，オカルト的なものへの興味で  
あったように思われる。   
カンディンスキーは，1907年頃から「神智学」に強い興味をお．ぼえるように  
なっている。1907年から8年にかけてベルリンで行われたルドルフ・シュタイ  
ナーの公開連続講演をカンディンスキーは，ミュンターと共に聴いている。後  
に「人智学」を立てて神智学から分かれるシュタイナーは，当時「神智学協  
会」ドイツ支部の部長であった。彼が1919年にヴ7ルドルフ学校，いわゆる  
シュタイナー学校を創設したことはよく知られている。カンディンスキーの蔵  
書の中には，シュタイナーの著書F神智学」（1904）や，彼の編集した雑誌な  
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どが残されている。ことに『神智学j にはあちこちにアンダーラインが引かれ  
ており，書き込みもあって，カンディンスキーがどれほど熱心に読んだかをう  
かがわせる。カンディンスキーがアンダーラインを引いている箇所のひとつ  
は，「ひとつひとつの色彩，ひとつひとつの光の知覚には，精神的（霊的）な  
音調が響きあっている」という文章である。   
この文章と，カンディンスキーの「形式の問題について」の中の「世界は響  
きを発している。……こうして死せる物質というのは，実は生ける精神なので  
ある」という文章が，密接に対応していることは，一目で見てとれるだろう。  
なおシュタイナーはこの書のなかで，人間における「感覚的なものを超越した  
叡知」すなわち「神的な叡知」を問題にするのが「神智学」だと定義してい  
る。   
カンディンスキーが，「物質主義的なものの見方に被い尽くされた悪夢」に  
うなされる「精神の夜」から脱出するために，当時，いわばブームになってい  
たオカルト的なものにひかれていったことは，きわめて自然であっただろう。  
「形式の問題について」の中には，次のような文章もある。   
「人間は日を眩まされている。黒い手がひとびとの眼を被う。……死をもた  
らす黒い手」。これはバイエルン国王ルートヴィヒニ世と，ハブスプルク帝国  
皇妃エリザベトに触れた，あのシューラーの連続講演の中の文章を想い出させ  
ないだろうか。「彼らは，今や地上全体をはるかに支配している黒い車輪の振  
動のもとで，最後の抵抗者として倒れたのである」（F早稲田商学j350号参照）   
カンディンスキーは19世紀から20世紀にかけての物質文明を，精神の眼を被  
う「黒い手」と考え，シューラーは，同じものを「黒い車輪」のとどろきとし  
て聞くのである。   
カンディンスキーが具象的な絵画から非対象的絵画，いわゆる抽象絵画へと  
目覚める直接のきっかけとなったのは，シュヴァービングの一画，アインミ  
ラー通り36番地の彼の家でのある出来事であった。この有名なエピソードは，   
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彼の r回想j の中に書き留められている。   
「ずっと後になって，すでにミュンヘンに住んでいたころ，私はあるとき自  
分のアトリエで思いがけぬものを見てすっかり心を奪われてしまった。たそが  
れがやがてやってくる頃だった。私は，絵具箱をもって，スケッチから帰って  
来た。まだやり終えたばかりの仕事に気をとられて，ぼんやりしていた。その  
とき突然内からの輝きにあふれた，言葉には表せないほどに美しい絵が目に  
入ったのである。はじめ，私は立ちすくんだ。それから大急ぎでこの不思議な  
絵に歩み寄った。そこに描かれていたのは，形と色彩だけで，内容は全く理解  
できなかった。だがすぐにこの謎の鍵が見つかった。これは私の描いた絵で，  
それが壁に横向きにして立て掛けてあったのだった。   
私は翌日，昼間の光の中で，昨日この絵から得た印象をもういちど確かめよ  
うとした。しかし，試みは半ばしか成功しなかった。横にしてみても，対象は  
はっきりと見て取ることができた。たそがれという塗膜が欠けていたのだっ  
た。対象が私の絵の邪魔をしているのだということが，よくわかった」   
この有名なエピソードに，多くの解説書が断定しているようにカンディンス  
キーの抽象絵画への決定的な転換点を見るのは，あるいは控えたほうがいいか  
もしれない。彼の抽象絵画への目覚めは，彼の歩みを丹念に追っていけば分か  
ることだが，もっと複雑な過程を通って徐々に行われたように思われる。むし  
ろこのエピソードは，いわば象徴的な意味合いをもっていると考える方が妥当  
な見方であろう。「対象が私の絵の邪魔をしているのだった」。これがキーポイ  
ントである。   
F芸術における精神的なもの』の中では，カンディンスキーは同じことを，  
「旋律的なコンポジションにおいて，対象的なものを取り除き，根底にある絵  
画的な形式を露出させる」という風に表現している。「形式の問題について」  
の中では，こうも表現している。   
「つまり絵画において一本の線が，事物を表示するという目的から解放され  
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て，それ自体がひとつの事物となったとき，その内的な響きは，いかなる副次  
的な役割によっても弱められることはなく，線自体のもつ内面の力がそのまま  
十全にあらわれるのである」。あるいはまた，「一本の垂直線が，一本の水平線  
と結びつくとき，ほとんど劇的な響きが生まれる。三角形の鋭角が円と触れ合  
うとき生ずる効果は，ミケランジェロの絵の中で神の指がアダムの指と触れ合  
うときに生じる効果に少しも劣るものではない」（「抽象芸術についての考察」）   
システイーナ礼拝堂の天井画を暗示した最後の比喩はいささか過度に文学的  
であり，またカンディンスキーが絵画に求めているものが常に「旋律」であ  
り，「響き」であるという点も注目に催するのであるが，これらの点も含めて，  
要するにこれが，彼のいう「抽象絵画」である。カンディンスキーの絵は，形  
態にとらわれた従来のアカデミックな絵画から見るならば，破天荒な「革命」  
の産物であるが，その本質においてきわめて文学的であり，同時に，「あなた  
は私が，もちろん漠然とした形でですが，強くあこがれ求めていた音楽を，作  
品の中で実現しておいでです」というシェーンベルクにあてた手紙からも何え  
るように，音楽と切り離しがたく結びついている。   
さてこうしてワリシイ・カンディンスキーは，カンバスのうえで，しかしカ  
ンバスを超えた「精神の王国」に，「ユートピア（どこにもない場所）」を求め  
る。依然として物質主義の悪夢に被われたこの時代にあっては，この芸術行為  
は「激越な革命という形式」（『芸術における精神的なものj）を取らざるをえ  
ない，と彼は言う。次のような文章にも，彼のユートピア志向はきわめてはっ  
きりと現れている。   
「r出来事』はカンバスの上ではなく，Fどこか別の場所Jr幻のj空間にお  
いて行われなければならない」（「絵の描かれていないカンバスその他」1935）   
「こうして抽象芸術は『実在の」世界のかたわらに，ひとつの新しい世界を  
対置する。…… この新しい世界は，内面的には r宇宙的な世界j の普遍的法則  
に支配されている」（「抽象か具体か」1938）  
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「どこか別な場所」あるいは「新しい世界」という表現にユートピア（どこ  
にもない場所）への痛切な思いが込められていることは，疑いようがない。  
ユートピアとの関連で言えば，カンディンスキーの絵にくり返しあらわれるき  
わめて注目すべきモティーフがある。1911年のガラス絵「太陽とともに」や  
1913年の油彩「小さい喜び」その他の絵の中に，上下に重なる二つの山が描か  
れ，そのl廿頂にはいずれも傾いている教会，あるいは城と思われるものが描か  
れているのである。rカンディンスキー著作集j の訳者西田秀穂氏によれば，  
そこには「第三のローマ，モスクワ」の思想があらわれている。   
「第三のローマ」という思想は，16世紀の前半に，ロシア正教の修道僧フィ  
ロテオスがその著書の中で理論づけたもので，彼によれば，ローマとコンスタ  
ンチノープル（第二のローマ）が滅んだのは，そこでキリスト教の正統信仰が  
失われてしまったためである。モスクワだけに，真正のキリスト教信仰は残さ  
れた。それゆえモスクワは，第三のローマとみなされるべきだというのであ  
る。第四のローマが出現することはない。この思想はイヴァン四世（イワン雷  
帝）治世下のモスクワ大公国の支配理念として根をおろし，その後長く民衆の  
あいだに受け継がれて行く。   
モスクワを自分の「あらゆる芸術活動の源泉」「希望の都市」だと考えてい  
るカンディンスキーも，この思想系譜に属しており，二つの山と傾いている教  
会は，第一のローマと第二のローマをあらわしている，というのである。「第  
≡の，そして永遠のローマ，モスクワ」。カンディンスキーは，そこに彼の  
「精神の王国」のユートピアを重ね合わせる。ちょうどシューラーが，バイエ  
ルンのルートヴィヒニ世やエリザベト皇妃に「永遠の都市」のヴィジョンを託   
したように。   
ここまで考えをすすめてくると，カンディンスキーが，モスクワの守護聖人  
である聖ゲオルクに自分の夢を託して，いわば物質主義の化身である竜に戦い  
を挑むその姿をくり返し措き，F青騎士』の表紙に選んだことが納得できるよ  
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うに思われる。あるいは，彼の抽象画の中にも聖ゲオルクがさまざまに記号化  
されて現れるのが，得心がゆくように思われる。   
しかし，r青騎士」の冒険も，他の多くのシュヴァービングのユートピアの  
夢と同じように，第一次大戦の勃発と同時に四散してしまう。カンディンス  
キーのこよなきパートナーであったフランツ・マルクは，1916年3月，ヴュル  
ダンで戦死する。  
5  
カンディンスキーとミュンターのその後の消息に，しばらく筆をついやすな  
らば，カンディンスキーは，1914年スイスのチューリヒで，またすぐ帰って来  
ると言いおいてミュンターと別れ，ロシアに帰る。しかし必ず帰って来ると  
いって離れたカンディンスキーは，その後ドイツに戻っては来ず，1917年ロシ  
ア革命の年，モスクワでニーナという女性と結婚する。ミュンターは，カン  
ディンスキーの消息をつかむことができず，十月革命の市街戦に巻きこまれた  
のではないかと心配する。   
カンディンスキーがふたたびドイツにやって来るのは，1921年のことであ  
る。しかしひそかにべルリンに来た彼は，妻ニーナを同伴している。ミュン  
ターはそのことを人づてに聞き，強いショックをうける。   
カンディンスキーは，ミュンヘンに残した自分の絵や，母のポートレート，  
アンリ・ルソーの絵2点，衣服，使い古した自転車などの引き渡しを求める  
が，それに対してミュンターは，要求通りの謝罪をしない限り，何も返さない  
とつっぱねる。カプリエーレ・ミュンターという少女を1904年以来，いつわり  
の約束で縛り，手元において，くり返し責任をとるという約束をしてきたこと  
を認め，謝罪しなければならない，というのが彼女の主張で，あいだに立った  
弁護士を驚かせるほどに彼女は強硬であった。1922年にはカンディンスキーは  
「わたしの罪は，あなたと正式に結婚するという約束を破った点にあります」   
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という謝罪の手紙を送っており，償いとしてミュンヘンにある自分の絵の3分  
の1をミュンタ一に譲るという申し出をしているけれども，話し合いは依然と  
して平行線をたどる。結局交渉は4年にわたって続き，カンディンスキーの再  
度の譲歩で1926年になってようやく，ミュンターは私財の一部を返す。彼女  
は，1926年3月のある人に宛てた手紙に，こう書いている。   
「カンディンスキーが，ドイツに戻って来たとき，きちんと手続きをとって  
くれていたならば，私は決して彼にすべての引き渡しを拒否したりはしなかっ  
たでしょう」   
これがふたりの恋のその後のいきさつである。カプリエーレ・ミュンター   
は，1927年になってようやく伴侶を得て，立ち直り，かつてカンディンスキー  
と夏を過ごし，土地のひとびとから「ロシア人の家」，あるいほ妻のある男と  
の同棲のゆえに「娼婦の家」と呼ばれていたムルナウの家で，1962年，85オの  
生涯を閉じる。カンディンスキーは，1930年，かつてのシュヴ7－ビング時代  
を振り返って，次のように書いている。   
「rシュヴァービングというのはいったい何ですか』とミュンへンでベルリ  
ン子が質問した。『ミュンヘンの北部街区さj とひとりのミュンヘン子は答え  
た。するともうひとりは，rぜんぜん違う。ひとつの精神的状態だj。こちらの  
方が正しかったのだ。シュヴ7－ビングは，広い世界の中に浮かぶひとつの精  
神の経れ島だった。あるいはドイツの中での離れ島。そしてたいていの場合に  
は，ミュンヘンそのものの中でも，そうだった。そこに私は長年住んでいた。  
そこで最初の抽象画を描いた。そこでF純粋」絵画，純粋芸術についての思想  
をあたためていた。r分析的Jにふるまおうとし，総合的な関連を見いだそう  
と努め，来るべき『大いなる総合」の夢をはぐくんでいた。……」   
「精神の離れ島」といういいまわしで，カンディンスキーは，当時のシュ  
ヴァービングの精神的孤立性を表現しているのであるが，その「離れ島」での  
「大いなる総合の夢」という表現の仕方には，やはりユートピア的情熱が色濃  
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くあらわれているように思われる。  
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